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大
館
弁
の
良
さ
を
後
世
に
残
す
た
め
、
大
館
弁
を
使
用
し

た
川
柳
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

部

門

□
川
柳
の
部

大
館
弁
を
使
用
し
た
川
柳
。
１
人
５
作
品
ま
で
応
募
で
き

ま
す
。

□
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
部

大
館
弁
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
１
作
品
８
０
０
字
以

内
で
１
人
３
作
品
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。
作
品
に
は
題
名

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

市
内
在
住
か
大
館
市
出
身
の
か
た
。
大
館
市
に
縁
の
あ
る

か
た
（
親
類
や
友
人
が
い
る
か
た
）。

応
募
方
法

作
品
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
郵
便
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

応
募
期
間
・
８
月
２
日（
月
）〜
３１
日（
火
）

賞
（
各
部
門
）

特
選

１
点

５
、０
０
０
円
商
品
券

入
選

５
点

２
、０
０
０
円
商
品
券

※
入
賞
作
品
は
９
月
２６
日（
日
）大
館
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル「
よ
み
が
え
る
大
館
弁
」コ
ー
ナ
ー
で
表
彰
し
ま
す
。

申
問
〒
０
１
７
―
８
５
５
５
大
館
市
字
中
城
２０
番
地

社
会
教
育
課
「
大
館
弁
係
」（
内
線
２
５
５
）

FAX
４９
―
０
５
２
４

暮暮
らら
しし
のの
情情
報報

昨昨
年年
度度
入入
賞賞
作作
品品

□
川
柳
の
部

■■
特特
選選

「「
わわ
んん
ちち
かか
だだ
ばば
ささ
まま
けけ
るる
きき
みみ
じじ
っっ
ぱぱ
りり
だだ
」」

（（
御御
成成
町町
２２
丁丁
目目

小小
棚棚
木木
幹幹
ささ
んん
））

■■
入入
選選

「「
べべ
ろろ
かか
らら
とと
しし
らら
ねね
ゃゃ
ええ
ささ
だだ
けけ
ゃゃ
はは
てて
ああ
ぐぐ
なな
」」

（（
川川
口口
３３
区区

小小
林林
廣廣
ささ
んん
））

「「
ええ
ぐぐ
来来
たた
なな
ささ
んん
びび
がが
っっ
たた
べべ
ぬぬ
ぐぐ
だだ
まま
れれ
」」

（（
天天
神神
町町

小小
田田
島島
明明
子子
ささ
んん
））

「「
なな
んん
もも
なな
もも
そそ
たた
ごご
どど
じじ
ょょ
ささ
ねね
まま
がが
ひひ
どど
げげ
」」

（（
桜桜
町町

工工
藤藤
敏敏
明明
ささ
んん
））

「「
ええ
ふふ
りり
ここ
ぎぎ
きき
だだ
ふふ
りり
まま
げげ
でで
ごご
しし
ゃゃ
がが
れれ
だだ
」」

（（
南南
神神
明明
町町

成成
田田
純純
一一
ささ
んん
））

「「
クク
ァァ
ええ
ねね
ぇぇ
べべ
がが
アア
メメ
でで
ええ
ねね
ばば
てて
カカ
ププ
けけ
でで
らら
」」

（（
山山
神神
台台

佐佐
藤藤
仁仁
ささ
んん
））

「「
デデ
ブブ
ワワ
ララ
シシ
カカ
ググ
エエ
デデ
アア
ジジ
ガガ
ルル
ババ
ババ
エエ
ググ
ネネ
アア
」」

（（
天天
神神
町町

小小
田田
島島
亮亮
三三
ささ
んん
））

「「
がが
ちち
ゃゃ
めめ
ぎぎ
ささ
ねね
まま
っっ
てて
はは
だだ
るる
ごご
んん
ぼぼ
ほほ
りり
」」

（（
水水
門門
町町

児児
玉玉
とと
んん
じじ
ささ
んん
））

□□
エエ
ピピ
ソソ
ーー
ドド
のの
部部

レレ
ンン
トト
ゲゲ
ンン
室室

（（
比比
内内
町町
扇扇
田田

麓麓
厚厚
子子
ささ
んん
））

医医
師師
「「
ハハ
ーー
イイ
うう
つつ
ぶぶ
せせ
にに
なな
っっ
てて
」」

おお
ばば
ああ
ささ
んん
「「
先先
生生
ひひ
ばば
ぬぬ
だだ
ばば
れれ
ばば
いい
いい
だだ
すす
かか
？？
」」

医医
師師
「「
何何
くく
たた
ばば
るる
っっ
てて
！！
」」

大
館
能
代
空
港
の
利
用
拡
大
の
た
め
、
若
い

世
代
が
空
港
に
関
心
を
持
ち
、
利
用
し
た
く
な

る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。採
用
作
品
は
今
後
、ポ

ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

大
館
市
・
比
内
町
・
田
代
町
な
ど
大
館
能
代

空
港
圏
域
２１
市
町
村
の
小
中
学
生

応
募
方
法

応
募
票
（
私
製
可
）
に
標
語
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を
記
入

し
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
は
１
人
１
点
ま
で
で
す
。

締
め
切
り
・
８
月
３１
日
（
火
）

賞
最
優
秀
賞

１
点

賞
状
・
図
書
券

優
秀
賞

２
点

賞
状
・
図
書
券

※
入
賞
発
表
は
９
月
上
旬
に
大
館
能
代
空
港
で
開
催
予
定
の
「
空

の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
で
行
い
、
表
彰
し
ま
す
。

現
在
の
利
用
促
進
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
か
ら
ず
っ
と
遠
く
へ
あ
き
た
北
空
港
」

「
白
神
山
地
も
十
和
田
湖
も
四
季
鮮
や
か
あ
き
た
北
空
港
」

「
十
和
田
湖
・
八
幡
平
・
白
神
山
地
の
玄
関
口
あ
き
た
北
空
港
」

申
問

〒
０
１
７
―
８
５
５
５
大
館
市
字
中
城
２０
番
地

大
館
市
役
所
観
光
物
産
課

大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会

事
務
局
内
「
空
港
利
用
促
進
標
語
募
集
」
係
（
内
線
３
５
１
）

市市
役役
所所

�
４４９９
││
３３
１１
１１
１１

�広広報報大大館館２２００００４４．．８８．．１１

第
１４
回
大
館
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
よ
み
が
え
る
大
館
弁
」作
品
募
集

大
館
能
代
空
港

利
用
促
進
標
語
募
集
中
！


